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300 K以下の温度域に 3つの構造相を見出した。室温相の空間群は Bmabの強弾性相で
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〔試験の結果の要旨〕 
 
判定 合格 
 
 学位請求論文の内容及び関連する以下の事項について口述試験を行った。 
 
1. 偏光顕微鏡によって異なる構造ドメインが明確に区別できる原理 
2. (CnH2n+1NH3)2MeCl4の潮解性によって，試料表面全体が水に覆われる場合のタイムス
ケール 
3. 熱緩和法による比熱測定において一次相転移の潜熱が比較的観測しづらい理由 
4. 強磁性と強誘電性が共存するマルチフェロイックスにおいて可能となる交差相関（電
気磁気効果）の発生機構および強磁性秩序・強誘電秩序との関係 
 
 申請者は，いずれの質問に対しても，これまでの研究や勉学の成果を基に，正しく解
答することが出来た。以上により，本申請者は博士（理学）の学位を授与するに値する
学識を有することを，審査員全員の一致によって認めた。 
 
 
 
 
 
 
備考 要旨は，400字程度とし，試験の方法も記載すること。 
